
報 告 書 

開 催 日 時 平成２８年５月１０日（火）午後７時００分 ～ 午後８時００分 

開 催 場 所 住田町農林会館（住田町仮設住宅） 

出 席 議 員 

挨 拶（班長） 大 坪 涼 子 

司 会  菅 原   悟 

報 告 者  鵜 浦 昌 也 

記   録  三 井 俊 介 

議 員  伊 藤 明 彦 

参 加 人 数 7名 

主 な 要 望 

・ 提 言 等 

■気仙町の高台５へ移転するに伴う要望。 

・気仙町の小学校予定地は６ｍかさ上げするが、住宅地は１ｍのかさあ

げである。それに伴い、日陰にならないような配慮をしてほしい。また

南側の方は校庭の砂埃を懸念している。 

・岩盤の上に作るという事であるが、傾かないのか心配であるので、「大

丈夫である」という確証がほしい。 

・バスなどの公共交通システムはどうか。暮らしやすさは担保されるの

か。 

・現在の坪単価は平均いくらなのか。またこれからも高騰する可能性が

あるのか。 

・土地を決めたら２年以内に家を建設するという決まりがあるが、それ

が負担になっている。 

・仮設住宅に住む人が減り、草刈りが大変である。支援してもらえない

か。 

・これから仮設住宅を作る時に参考にしてほしいことだが、トイレと風

呂には窓をつけてほしい。暗くて息苦しさを感じる。（しかもそこに５

年以上住む場合もある。） 

・現在は新築の補助が建物部分と基礎部分とあわせての補助となってい

る。しかし場所によって基礎部分にかかる費用が一定でなく、また場所

の割り振りも抽選や割り当てが多く選ぶ事ができない。基礎部分に費用

がかかるような場所になった人は建物部分に使える補助金がほとんど

なくなってしまい、不公平である。そこで補助の方法を建物部分と基礎

部分でわけることができないか。 

・先端部分の留めはどうするのか。のり面で本当に安全なのか。擁壁を



たてることなどできないのか。 

・高台に移転する方は様々な不安を抱えている。それが「安全だ」とわ

かるように、市民に広く知らせる手立てはないのか。知らせて欲しい。 

 

■拾得物についての要望。 

・どこに保管されているのか。警察に前いったが、一向に連絡がない。 

・拾得物に名前が記載されていれば返してもらえるが、そうでない場合

は返してもらえない。自分のものと分かっていても全てに名前を書いて

いるわけではない。どうにかならないか。 

・現在の拾得物一覧などをインターネット等を利用して閲覧可能になら

ないものか。 

 

■その他について 

・嶋部から矢作へ抜ける道路の交差点のカーブミラーが小さく見えづら

い。また近くの伝統や標識も邪魔しており、事故がおこっている。どう

にかならないか。 

 

 

 

議会広聴広報特別委員会 

広聴小委員会小委員長 藤 倉 泰 治  様 

  平成２８年６月１０日 

陸前高田市議会議会報告会開催要綱第１０条第１項の規定により提出します。 

平成２８年議会報告会２班   

班 長  大 坪 涼 子 ㊞  


